
「京 都 会 館 」に お け る 洋 舞 公 演 に

 関 す る 研 究

 瀧 本 真 理

1 序文

 日本では伝統芸能から前衛的な芸術まで、音楽・

演劇 ・舞踊 ・演芸などのあらゆる公演芸術が同時

代に共存 している。その種類は多岐にわた り、重

層的なために現状を全体的に把握することは、容

易ではない。

 1995年 に発足された日本芸能実演家協議会 「芸

能文化情報センター」では、調査研究事業の一つ

として 「芸能白書」を作成 し、芸能の全体像を把

握するためのデータをまとめている。一方その傘

下には自らの分野の状況をまとめた全日本舞踊連

合による 「舞踊年間」や、企業の芸能支援状況に
ついて企業メセナ協議会による 「メセナ白書」も

発行 されている。

 「芸能白書」「舞踊年間」ではアンケー ト調査や

情報誌で公演記録の収集を行っているが、他に劇

場で管理 されている公演記録を収集する方法があ

る。その方法では、地域の特徴等が強 く現れて く

るのではないであろうか。本研究では、京都市に

ある 「京都会館」で発行されている 「催 し物のお

知らせ」から、情報を収集 した。「京都会館」は

第1ホ ール(2015席)、 第2ホ ール(946席)、 別

館(300席)か ら構成される京都市では最大規模

の会館である。

 京都市は、都 をどりや京舞、能や狂言など伝統

的な芸能が盛んな土地である。その伝統芸能が盛

んな地域で洋舞はどのような存在なのであろうか。

 本研究では、「京都会館」に焦点をあて、洋舞

公演に関 して検討する事 を目的とした。

2 研究の方法

 「催 し物のお知 らせ」(434ケ 月分)か ら、各ジャ
ンルごとに上演数をカウントした。ジャンルは24

項目に分け、それ以外は 「その他」又は 「その他
の舞踊」に入れた。また上演数は、一日に2回 上

演 している場合は、「2」 とした。

 舞踊公演(邦 舞も含む)に 関しては、ジャンル、

公演名、使用 したホール、出演者、主催者、外来

又は国内のものかを抜き出 した。

 38年間のうち、12ヶ 月収集できた年を3年 ごと

(7期)に 比較 し、検討 した。(1962年～64年 を第

1期 、65年 ～67年 を第H期 、70年 ～72年 を第皿期、

76年 ～78年 を第IV期 、85年 ～87年 を第V期 、88年
～90年 を第VI期、92年 ～94年 を第VII期とした。)

 集客を検討する為に、各ホールの座席数の60%

を集客数 と考え、7期 を比較検討 した。

3 結果 と考察

 434ヶ 月 の総 上 演 数 は24, 902回 で あ った 。そ の う

ち 洋 舞 は1, 344回(5%)で あ っ た 。 洋舞 の 内訳 は 、

バ レエ1, 115回(83%)、 民 族118回(8%)、 児 童

舞 踊7回(1%)、 モ ダ ン44回(3%)、 ジ ャズ8

回(1%)、 学 校 舞 踊31回(2%)で あ っ た。

 洋 舞 公 演 全 体 の 集 客 を考 え る と、 第V期 が ピー

ク とな って い る が 、 全 体 的 に は 右 上 が りに上 昇 し

て お り、 今 後 も増 加 す る こ とが 、 見込 め る 。

 バ レエ の1, 115回 の う ち、 発 表 会 は652回 、公 演

463回 、 バ レエ 全 体 の58%が 発 表 会 で あ っ た 。 こ

の 数 は 「芸 能 白書 」 に よる全 国 の公 演 数61%と 大

同 小 異 で あ る 。 この事 か ら 「京都 会館 」 で も全 国

と大 差 な い 比 率 で 発 表 会 が行 わ れ て い た と考 え ら

れ る 。

 発 表 会 を行 っ た 団 体 は55団 体 で あ り、 そ の うち

62回 をMaxと して 、30回 以上 上演 した 団 体 は5団

体 で あ った 。 そ の他20～29回 で は7団 体 、10～19

回 で は10団 体 、1～9回 で は33団 体 で あ っ た。

 集 客 数 の 結 果 は 第IV期(1976年 ～1978年)を ピー

ク と した 山 型 とな っ た 。1970年 に は 京 都 芸術 文 化

会 館 が 開 館 して い る の に も関 わ らず 、70年 代 半 ば

は 、 「京 都 会 館 」 にお い て 盛 ん に バ レエ 発 表 会 が

行 わ れ て い た と考 え られ る。

 外 来 公 演 につ い て は、 全 体 で185回 、 洋 舞 公 演

の14%に あ た る 。 そ の うち バ レエ が80回(43%)、

民 族 舞 踊74回(40%)、 モ ダ ン ダ ンス22回(12%)

で あ った 。 こ こで 注 目 した い の が 、 民 族 舞 踊 の 上

演 数 で あ るが 、 これ は1977年 か らほ ぼ 毎 年 来 日 し

て い る 「金 剛 山 歌 劇 団 」 の35回 が 大 き く影 響 して

い る。 この 公 演 の 主 催 が 在 日本 朝 鮮 人 の 団 体 で あ

る こ とか ら、 定 期 的 な来 日公 演 が 可 能 と な って い

る と考 え られ る。

 外 来 公 演 の 集 客 数 にお い て は、 第 皿期 か ら連 続

して上 昇 し、 第 田期 が ピ ー ク と な って い る。

4 ま と め

 (1)「京 都 会 館 」 で の 洋 舞 公 演 の 規 模 は、85～87

年 が ピー クで 、近 似 曲線 の傾 きa≧0と 正 の 値 を

示 し、上 昇 して い る こ とが わか る。

 (2)「京 都 会館 」 で は 、バ レエ 公 演 が 中心 と な っ

て い るが 、 そ の58%は 発 表 会 で あ っ た。 発 表 会 は

70年 代 半 ば が ピー クで 、近 似 曲線 の傾 きa≧0で

正 の値 で は あ るが 、微 増 で あ る こ とが わか る。

 (3)「京 都 会館 」 で の外 来 公 演 は バ レエ 、民 族 舞

踊 が 中心 で あ り、76年 以 降集 客 数 が 増 加 した。

5 展 望

 本 研 究 で は 、京 都 会館 の み の公 演 記 録 を検 討 し

た が 、京 都 市 全体 の洋 舞 公 演 に 関 して検 討 す る に

は他 の ホ ー ル の公 演 状 況 、他 の都 道 府 県 との比 較

も考 え て い きた い。 近 年 京 都 市 で は 、座 席 数 が500

人 ～1000人 の ホ ー ル が増 え て お り、バ レエ以 外 の

ジ ャ ンル の公 演 の増 加 も期 待 で きる た め 、今 後 も

研 究 を深 め て行 きた い 。
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